
「広報すぎなみ」は新聞折り込みでの配布のほか、区施設、区内各駅、交番・駐在所、公衆浴場、郵便局、病院、スーパー・コンビニエンスストア（一部の店舗を除く）などにあります。入手が困難な方への配送、また「点字広報」「声の広報」のお申し込みは広報課へ。

令和4年（2022年）11月1日　No.2340No.2340　令和4年（2022年）11月1日 

　区は、現金の収支を示す従来の地方公共団体の会計では見えにくい資産・負債やコストを明らかにするため、企業会計的手法を取り入れた財務
書類を総務省が示す「統一的な基準」により作成しています。3年度財務書類（※）の概要をお知らせします。
※一般会計（歳入歳出外現金を含む）と特別会計（国民健康保険事業会計、介護保険事業会計、後期高齢者医療事業会計）を対象としています。

〈4年3月31日現在〉� （単位：億円）

資産の部
（将来の世代に引き継ぐ資産）

負債の部
（将来の世代が負担する債務）

有形・無形固定資産
（学校、施設、道路など） 6,769 1年を超えて返済時期が到来する負債（特別区債、退職手当引当金など） 610

投資等
（出資金、基金など） 297 1年以内に返済する負債（特別区債、預り金など） 81

流動資産
（現金預金など） 717

負債の合計 691
純資産の部

（これまでの世代が負担した額。資産と負債の差額）
純資産の合計 7,093

資産の合計 7,784 負債・純資産合計 7,784

〈3年4月1日～4年3月31日〉� （単位：億円）

経常費用　A 2,937
人にかかるコスト（職員給料等の人件費） 394
物にかかるコスト（消耗品費、減価償却費〈※1〉、維持補修費などの物件費等） 626
移転支出的なコスト（補助金等、社会保障給付等） 1,870
その他のコスト（特別区債利払など） 48
経常収益　B 103
使用料および手数料 35
その他（負担金など） 68
純経常行政コスト　A−B 2,834
臨時損失（除却による資産の減少など）　C 0
臨時利益（資産売却益など）　D 0
純行政コスト（※2）　 A−B + C−D 2,834

〈3年4月1日～4年3月31日〉� （単位：億円）

前年度末純資産残高 E 6,929
　　純行政コスト F △2,834
　　財源（税収等、国や東京都からの補助金等） G 2,996
本年度差額 F + G 161
その他の純資産の変動 H 2
本年度末純資産残高 E + F + G + H 7,093

〈3年4月1日～4年3月31日〉� （単位：億円）

業務活動収支（経常的な業務活動の収支） I 230
投資活動収支
（施設建設などの資産形成や基金積立・取り崩しなどの収支） J △216

財務活動収支（特別区債などの収支） K △5
本年度資金収支額 I + J+K 9
前年度末資金残高 156
本年度末資金残高 165

　貸借対照表は、年度末における財政状況を明らかにするもので、行政サービスを提供するために区がどのくらい資産を持っているか、その資産を
どの世代の負担で賄っているかを表したものです。

　行政コスト計算書は、資産形成（施設整備や基金積立など）以外の経常的な行政活動（福祉サービスなど）にどのくらいコストをかけたのか、
使用料や手数料などの収益がどのくらいあったのかを表したものです。

　純資産変動計算書は、資産の合計から負債を差し引いた純資産が1年間
にどのように増減したかを表したものです。

　資金収支計算書は、区の1年間の現金の流れを示したもので、
どのような活動に資金が使われたかを表したものです。

3年度の決算額
歳　　入 歳　　出

一　般　会　計 2518億3108万  274円 2382億8843万8540円

特
別
会
計

国民健康保険事業会計 531億6179万3406円 519億6100万2368円

介護保険事業会計 457億4265万9735円 442億2373万9526円

後期高齢者医療事業会計 137億2250万5662円 134億9131万  305円

合　　　　計 3644億5803万9077円 3479億6449万  739円

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健
全化法）」に基づく3年度の杉並区の健全化判断比率は
右表のとおりです。4つの指標の数値は、いずれも基準
を下回り健全でした。

健全化判断比率
杉並区の数値 早期健全化

基準 財政再生基準
元年度 ２年度 ３年度

実質赤字比率 － － － 11.25% 20.00%
連結実質赤字比率 － － － 16.25% 30.00%
実質公債費比率 △6.0％ △5.6％ △5.2％ 25.0  % 35.0  %
将来負担比率 － － － 350.0  %

※「杉並区の数値」が「－」と表記されているのは、実質赤字
や連結実質赤字がないこと、将来負担額を充当可能な財源
が上回っていることから、将来負担がないことを表します。

３年度に実施した主な事業

3年度決算のあらまし

一般会計の内訳

３年度健全化判断比率の公表

財務書類（統一的な基準）で見る区財政の状況

歳入総額
251,831,080千円

歳出総額
238,288,439千円

特別区税
67,412,097千円
26.77%

国庫支出金
54,443,485千円
21.62%

特別区財政交付金
47,679,358千円
18.93%

都支出金
20,236,894千円
8.04%

繰入金
18,756,977千円
7.45%

地方消費税交付金
12,856,431千円
5.11%

繰越金
11,862,706千円
4.71%

使用料及び手数料
3,495,550千円
1.39%特別区債

3,971,478千円
1.58% 諸収入

2,383,519千円
0.95%

分担金及び負担金
2,709,277千円
1.08%

保健福祉費
119,241,502千円
50.04%

職員費
37,264,194千円
15.64%

教育費
15,624,562千円
6.56%

総務費
33,171,589千円
13.92%

都市整備費
12,998,468千円
5.45%

生活経済費
8,265,158千円
3.47%

環境清掃費
6,656,729千円
2.79%

公債費
4,323,610千円
1.81%

議会費
742,627千円
0.31%

その他
6,023,310千円
2.39%

およ

およ

表1　貸借対照表

表３　純資産変動計算書 表４　資金収支計算書

区民一人当たりの資産の額……………136万3千円
区民一人当たりの負債の額……………  12万1千円

区民一人当たりの純行政コスト……………49万6千円

表２　行政コスト計算書

※端数処理の関係で合計が一致しない場合があります。
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資産

有形・無形固定
資産＝
学校、施設、道
路など
118万6千円

負債＝
将来の世代が負
担する額
12万1千円

純資産＝
これまでの世代
がすでに負担
し、将来の負担
が生じない額
124万2千円流動資産＝

現金預金など
12万6千円 負債・純資産

（単位：千円）

投資等＝
出資金、基金など
5万2千円

　3年度の決算額について右表のとおりお知らせします。
　3年度の一般会計と3つの特別会計の合計歳入決算
額は、3644億5803万9千円で前年度と比べ、5.7％減
となりました。
　また、合計歳出決算額は、3479億6449万1千円で
前年度と比べ、6.2％減となりました（用地会計につい
ては、3年度は予算額・決算額はありませんでした）。

※端数処理の関係で合計金額等が一致しない場合があります。

——問い合わせは、会計課へ。——問い合わせは、会計課へ。

——問い合わせは、財政課へ。

——問い合わせは、財政課へ。

　「令和3年度杉並区各会計歳入歳出決算書」「令和3年度区政経営報告書」は、区政
資料室（区役所西棟2階）、図書館、区民事務所、区ホームページでご覧になれます。

※1. �建物や物品などの資産について、年数の経過と共に価値がなくなるもの
として、取得価額等を耐用年数で除した額を毎年資産の評価額から差し
引いていきます。この1年間の価値の減少分を行政コスト計算書では減
価償却費として経常費用に計上しています。

※2. 費用を収益で賄えない不足分で、税収等で賄う金額になります。

その他のコスト
2％

人にかかる
コスト
13%

物にかかる
コスト
21%

移転支出的な
コスト
64%

◆�社会保障給付等、
団体などへの補助
金等といった移転
支出的なコストが、
経常費用の64％を
占めています。

お知らせします 3 年 度（ 2 0 2 1 年 度 ）の 決 算 報 告

——問い合わせは、会計課へ。

【区民一人当たりの金額】

【経常費用の内訳】

　3年度に実施した総合計画目標別の主な事業および新型コロナウイルス感染
症に係る主な取り組み等は以下のとおりです。
　なお、3年度は新型コロナウイルス感染症対応等のため、一般会計で計16回
補正予算を編成し、コロナ対策経費の決算額は総額約205億円となりました。

目標①　災害に強く安全・安心に暮らせるまち
◆発災後3日分の区内備蓄の確保と震災救援所の備蓄品の充実 … 125,723千円
◆河川監視カメラのリアルタイム配信等の構築 …………………… 20,732千円

目標②　暮らしやすく快適で魅力あるまち
◆中小事業者への新ビジネススタイル導入支援 ………………… 123,885千円
◆「農福連携農園」の全面開園 …………………………………… 46,370千円

目標③　みどり豊かな環境にやさしいまち
◆公園の整備と多世代が利用できる公園づくりの取り組み …… 2,211,825千円
◆カーボン・ニュートラル実現に向けた取り組みの推進 …………… 52,922千円

目標④　健康長寿と支えあいのまち
◆障害者の移動に関する事業の見直し・充実 …………………… 786,902千円
◆認知症早期発見の取り組み開始 …………………………………… 6,337千円

目標⑤　人を育み共につながる心豊かなまち
◆地域区民センターおよびコミュニティふらっとの整備による
　地域コミュニティの活性化 ……………………………………… 1,815,482千円
◆GIGAスクールの実現によるICT機器の効果的な活用の推進 … 1,687,277千円

新たな時代を見据えて
◆行政のデジタル化等の戦略的な推進による区民の利便性の
　向上と業務の効率化 ……………………………………………… 27,145千円
◆杉並の新たな時代を創る「新基本構想」と「新総合計画等」の策定 … 12,266千円

新型コロナウイルス感染症の克服に向けた主な取り組み
◆区内医療機関への発熱外来等運営および検体採取体制支援 … 390,972千円
◆ワクチン接種およびワクチン接種体制整備 …………………… 8,398,463千円
◆プレミアム付商品券事業 ………………………………………… 350,303千円
◆住民税非課税世帯等への臨時特別給付金の支給 …………… 3,544,929千円
◆子育て世帯への臨時特別給付金の支給 ……………………… 4,649,142千円



※広告の内容については、各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは広報課へ。

広告

No.2340　令和4年（2022年）11月1日

11月12日～25日は

相 談 機 関

「女性に対する暴力をなくす運動」パネル展
　DVやデートDV、性暴力などに関するパネル展示のほか、パープルリ
ボンツリーの飾りつけを行います。
時11月21日㈪～25日㈮午前9時30分～午後4時30分（祝日を除く。25
日は4時まで）　場区役所1階ロビー

▲パープルリボン
には、女性に対す
るあらゆる暴力を
なくしていこうと
のメッセージが込
められています。

ＤＶ相談
●すぎなみDV専用ダイアル☎5307-0622
　（午前9時～午後5時〈土・日曜日、祝日、年末年始を除く〉）
●杉並福祉事務所
　�荻窪☎3398-9104／高円寺☎5306-2611／高井戸☎3332-7221（午前8時
30分～午後5時〈土・日曜日、祝日、年末年始を除く〉）
●東京ウィメンズプラザ
　�☎5467-1721（午前9時～午後9時〈年末年始を除く〉）、男性用☎3400-
5313（月・水・木曜日午後5時～8時、土曜日午後2時～5時〈祝日、年末年
始を除く〉）
●内閣府　DV相談＋

プラス

　☎0120-279-889（24時間）
●夜間・休日・緊急時
　警察☎110、東京都女性相談センター☎5261-3911

男女平等推進センター相談
●�一般相談（家族、生き方、人間関係、ストーカー行為、セクシュアルハラス
メント、性暴力など）
　☎5307-0619（午前9時～午後5時〈土・日曜日、祝日、年末年始を除く〉）
●法律相談（離婚、養育、財産分与など）
　女性弁護士による予約制の面接相談です。
　�時毎週木曜日午後1時30分～4時30分（祝日、年末年始を除く。月1回夜間実
施）　対区内在住・在勤・在学の女性　申電話で、希望日の前日午後3時ま
でに同センター一般相談☎5307-0619

性暴力に関する相談
●�性暴力救援ダイヤルNaNa（NPO法人性暴力救援センター・東京）
　☎5607-0799（24時間）

「女性に対する暴力をなくす運動」期間です
　配偶者等からの暴力、性暴力等のあらゆる暴力はその対象の性別や加害者、
被害者の間柄を問わず、決して許されるものではありません。
　DV（配偶者やパートナーからの暴力）は、殴る・蹴るといった身体的暴力
だけでなく、大声で怒鳴るなどの精神的暴力、生活費を渡さないなどの経済的
暴力等も含まれます。悩みを抱えることなく、相談機関等にご相談ください。

―――問い合わせは、区民生活部管理課男女共同・犯罪被害者支援係へ。

「みどり」を守り・創る区の制度
　区は、まちのみどりを守り・創るためにさまざまな施策を行っています。

―――問い合わせは、みどり公園課みどりの事業係へ。

個人 法人
2万5000円／㎡ 2万円／㎡

個人 法人
1万2500円／㎡ 8000円／㎡

屋上緑化助成

壁面緑化助成

※各助成には限度額があります。

種類 補助金
個人 法人

保護樹木 8000円／本 3000円／本

保護樹林

1万㎡以下
の部分 8000円／100㎡ 2000円／100㎡

1万㎡超の
部分 4000円／100㎡ 1000円／100㎡

保護生けがき   800円／ｍ   300円／ｍ

〈表2〉保護樹木等指定制度

種類 基準単価
個人 法人

生けがき 1万2000円／ｍ 6000円／ｍ
植え込み 1万4000円／㎡ 6000円／㎡

フェンス緑化 2000円／ｍ 2000円／ｍ
塀の撤去 5000円／ｍ 3000円／ｍ

塀の撤去（大谷石のみ） 1万円／ｍ 3000円／ｍ

〈表1〉接道部緑化助成

 緑化計画の届
とどけ

出
で

　区内で家やビルの建築・開発行為等を行う場合、「杉並区みどりの条例」により緑化計
画等の提出を義務付けています。

 緑化助成制度
　接道部・屋上・壁面緑化に対する助成を行っています。新たに工事をするもの（全面改
修も可）が対象で、事前に相談・申請が必要です（表1参照）。

 保護樹木等指定制度
　基準以上の樹木・樹林・生け垣を所有者からの申し出によ
り調査し、指定します。指定後は標識を設置し、維持管理費
用の一部として補助金を交付します（表2参照）。
　また、指定された樹木・樹林・生け垣は事故に備えて、賠
償責任保険に加入します。

3年度助成件数……13件

自転車を利用する皆さんへ

 賠償責任を補償する保険
　既に加入している火災保険や自動車保険等に付帯されて
いる場合があります。「個人賠償責任保険」が契約（付帯）
されているか確認してください。
　詳細は、都都民安全推進部ホームページ（下2次元コー
ド）をご覧ください。

自転車保険に加入しましょう
　都では、2年4月から自転車保険への加入が義務化されています。
自転車利用中の事故により、他人にけがをさせてしまった場合などに
高額な賠償が必要となる例があります。未加入の方は速やかに加入
してください。
―――問い合わせは、杉並土木事務所交通安全係☎3315-4178へ。

 高額加害事故例

▲

賠償額9521万円（神戸地裁　平成25年7月4日判決）
　男子小学生（11歳）が夜間、帰宅途中に自転車で走行中、歩道と車道の区別のない道路におい
て、歩行中の女性（62歳）と正面衝突。女性は頭蓋骨骨折等の傷害を負い、意識が戻らない状態
となった。

▲

賠償額9330万円　（高松高裁　令和2年7月22日判決）
　男子高校生が夜間、イヤホンで音楽を聴きながら無灯火で自転車を運転中に、パトカーの追跡
を受けて逃走し、職務質問中の警察官（25歳）と衝突。警察官は、頭蓋骨骨折等で約2カ月後に
死亡した。



※広告の内容については、各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは広報課へ。

広告

令和4年（2022年）11月1日　No.2340

区制施行90周年記念事業のお知らせ

PayPayポイント還元キャンペーン
参加事業者募集

　去る10月1日に杉並区は区制施行90周年の節目を迎えました。区民と区が一体となって祝うとともに、100周年の大きな節目
を見据え、次世代に区の歩みを継承し、愛郷心を醸成することを目的として、さまざまな催しを行っています。

　コロナ禍における原油価格・物価高騰対策の一環として、区内店舗および区民生活を支援するため、
12月に実施する「PayPayポイント還元キャンペーン」の参加事業者を募集します。

　区内対象店舗（大型店・大手チェーン店・コンビニエンスストア
等を除く）でPayPayを利用すると、決済額の最大30％が利用者
に戻ってくるお得なキャンペーンです。
　キャンペーンへの参加を希望する事業者は、区ホームページ

（右2次元コード）を確認の上、11月13日までにPayPayの導入
審査を完了してください。既にPayPayを導入している事業者は、

手続き不要です。対象店舗には11月下旬にポスター等を送付し
ます。
　11月8日㈫に事業者向け説明会を開催します。
詳細はお問い合わせください。
問産業振興センター商業調整担当☎5347-9135

荻窪週間

大田黒公園
紅葉ライトアップ

外国の方々のための
荻窪観光ツアー

時11月25日㈮～12月4日㈰▶ライトアップ 午後5時～8時（金～日曜日は9時ま
で）▶通常開園 午前9時～午後4時30分（入園は4時まで）　費300円。小中学
生100円（通常開園は無料）　他三脚使用不可（一脚は可）。車での来園不可▶
特別写真撮影会 11月24日㈭午後5時30分～8時（定員300名〈先着順〉。費用
500円。24日のみ三脚使用可）

 紅葉コンサート 
時11月27日㈰午後3時～3時40分（雨天中止。予備日=12月4日㈰）　内箏

こと

の演奏

 写真コンテスト 
内4年度に撮影した同公園内の写真（応募は1人3点まで）　申2L判にプリントし
た写真の裏に住所・氏名・年齢・撮影日・電話番号を書いて、12月15日までに
同公園管理事務所へ郵送・持参　他詳細は、同公園ホームページ参照

いずれも 
場問大田黒公園管理事務所（〒167-0051荻窪3-33-12☎3398-5814）

時11月26日㈯午前10時～午後1時・1時～4時　場集合 JR荻窪駅東改札
▶解散 大田黒公園　対英語を話す外国の方　定各10名（抽選）　申E
メール（12面記入例。2名まで連記可）で、11月10日までに角川庭園
kadokawateien@jcom.home.ne.jp　問同庭園☎6795-6855（日本語）、
Creative Journey Japan・本城☎090-8173-9002（英語）　他結果は11
月15日に通知▶主催 角川庭園、大田黒公園▶共催 Creative Journey 
Japan▶協力 繁田園茶舗、盆栽鉢ストアゆきもの

原水爆禁止署名運動パネル展示
　区のこれまでの歴史の中で、区民や区に大きな影響を与えた5つの出
来事「すぎなみ5ストーリーズ」の一つ「原水爆禁止署名運動」につい
て、パネル展示等で紹介します。
時11月5日㈯～30日㈬午前9時～午後8時（日曜日、祝日は5時まで）　
場中央図書館（荻窪3-40-23）　問総務課記念事業担当

杉並区総合震災訓練
　区民の皆さんが参加・体験できる防災イベントです。

日時 ▲

11月12日㈯午前10時～午後0時30分（荒天中止）
場所 ▲

桃井原っぱ公園（桃井3-8-1）　※車での来場不可。
●広報・展示・体験コーナー
内区制施行90周年記念「3.11自治体スクラム支援等の活動」パネル展
示・パンフレット配布、各機関による広報・車両展示、初期消火訓練、
応急給水訓練、マンホールトイレ設置訓練等の防災訓練、炊事訓練
（カレー配食）、紙食器づくり、起震車体験、VR防災体験車体験等の防
災体験、関係機関合同訓練
●関係機関合同訓練　午前11時～11時50分
内消防、警察、自衛隊、防災会、中学生レスキュー等が連携して行う
救出救助訓練
問防災課

杉並清掃工場環境フェア2022
日時 ▲

11月13日㈰午前10時～午後3時
場所 ▲

杉並清掃工場（高井戸東3-7-6）　※車での来場不可。
内区制施行90周年記念「東京ごみ戦争」パネル展示、電動ゴーカー
ト、はたらく車大集合、消防服着用体験、消火訓練、起震車体験、環
境作品表彰式、工場見学会（午前10時30分・11時30分・午後1時・2
時〈各30名。先着順〉）、専用地下道探検、アンネのバラのボランティ
ア紹介、スマートボール・射的、家庭から出る廃食用油の回収、省エ
ネなんでも相談、環境講演会、杉並区産野菜販売　問杉並清掃工場☎
3334-5301

●「ごみぱっくん号」でごみ収集体験（雨天中止）
　実物の清掃車を使用したごみの収集体験では、ごみ（サンプル）を
清掃車に積み込み、圧縮板を動かすボタン操作を行うことができます。
清掃車の中が見えるスケルトン仕様になっていて、積み込んだごみの
動きも確認できます。
問杉並清掃事務所☎3392-7281

●キャンドル作り体験教室の開催
　家庭から出る使い終わった天ぷら油や使用期限の切れた食用油をリ
サイクルして、自分だけのオリジナルキャンドルを作りませんか。好
きな色・香りをつけて、すてきなキャンドルに生まれ変わります。
時午前10時20分・10時55分・11時30分・午後0時5分・0時40分・1時
15分・1時50分・2時25分　定各12名（先着順）　問ごみ減量対策課事
業計画係

時12月9日㈮午後2時～3時30分　場区役所第4会議室（中棟6階）　師竹中
工務店伝統建築グループチーフエキスパート・山野敬史　定60名（抽選）　
申往復はがき（12面記入例。2名まで連記可）に手話通訳希望の場合はそ
の旨も書いて、11月15日までにみどり公園課みどりの計画係　問同係　他
結果は11月25日ごろに通知

荻外荘講演会「建物の復原と荻外荘」
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